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本証は、お買い上げいただいた美容器が、厳密な検査基準に合格したものであることを証明します。
また通常の使用状態で生じた故障に対して、弊社が無償修理の責任を負うことを保証致します。

●故障修理の場合は、販売店へご連絡ください。
●修理の際は、必ず本証をご提示ください。（提示のない場合は有料となることがあります）
●本証は、日本国内においてのみ有効です。また本証は再発行しませんので、大切に保存し

てください。
保  証  内  容

1．保証期間はご購入日より一年間です。
2．この保証は、通常の使用状態で生じた故障に限り、無償修理を行うものです。
3．本器修理時の発送費用はお客様の実費負担となります。
4．以下の場合は保証いたしかねます。

■本証に購入年月日及び販売店印の記載のないもの
■火災、浸水、不慮の事故、その他天災による故障
■取扱説明書に記載のない使用法の誤り、乱用による故障
■弊社以外で誤った修理または改造したために生じた故障
■付属消耗品

＊保証期間後及び保証適用外の故障でも実費にて修理いたします。

保  証  書 

製造番号 お買い上げ日 年        月         日

お 名 前

ご 住 所

販売店印の無いものは無効となります。
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〒332-0017 埼玉県川口市栄町3 ー 1 ー 8
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この取扱説明書は、本製品を構成する恒久的な部品の一つです。本製品を他人に貸したり、差し上げるときには、
使用上の注意、操作方法など、安全にお使いいただくための情報を伝えるために、必ずこの取扱説明書を一緒に
お渡しください。

取扱説明書に関するご注意

取扱説明書
業務用　ボディートリートメント美容器　スーパーセルムRFプラス
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正しく安全にご使用いただくために
使用前は必ずお読みになり、正しくご使用ください。

警告サインがついている注意事項は、ご使用の前にお読みになり、必ずお守りください。
警告サインの表示と意味は、次のようになっております。

危険

警告

注意

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が差し迫って　　　　
生じることが想定される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定され
る内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性または、物理的損害が
想定される内容を示します。

●糖尿病などによる高度な末しょう（梢）循環障害による知覚障害のある人　●重度な血行障害のある部位
●中程度以上の重い浮腫のある部位　●温度感覚喪失が認められる人
●急性疾患の人　●熱の高い人　●妊娠中の人　●感染性疾患の人　●神経性炎症　●悪性腫瘍の人　
●月経時の腹部　●心臓疾患の人　●整形をされた人　●血圧異常時　●陰部　●目　●耳　●頭部
●胸部　●ガンまたはエイズ患者　●ウイルス性疾患の人　●健康状態が特にすぐれない人
●皮膚病・アトピー性皮膚炎の人
　　　　・顔面黒皮症の人
　　　　・過度の日焼けで肌が赤くヒリヒリし、炎症を起こしている人
　　　　・ニキビが化膿し（黄ニキビ）、炎症を起こしている人
　　　　・アレルギー体質で、特に肌が敏感な人
　　　　・化粧品による皮膚炎を起こしている人
　　　　・カユミやホテリのあるシミ、物理的刺激などによる病的なシミのある人
●ステロイド系ホルモン剤の長期使用や肝機能障害で、毛細血管拡張を起こしている人
●出血性部位または血友病患者　
●皮膚に知覚障害のある部位
●体内に金属、プラスチック、シリコン等を埋め込んである部位
●適用部位の皮膚に異常（感染症、創傷など）のある人
●乳幼児（6才以下）

危険

警告

安全にお使いいただくために 危険

警告

注意

注意

使用前のご注意

＊健康状態が特にすぐれないときは無理にトリートメントをしないでください。
＊通院中の人は医師に相談の上、ご使用ください。
＊12才以下のお子様へのご使用は避けてください。

　　　
次のような人または部位へのトリートメントは、注意が必要です。
●肌が荒れている時のトリートメント
●敏感肌へのトリートメント
●静脈溜や浮腫へのトリートメント（ひどい場合は、トリートメントを避けてください。）

指定されているトリートメント以外の目的には、絶対に使用しないでください。
マヒのある人、意思表示のできない人への使用は避けてください。
風呂場など水分や湿気の多いところでは絶対に使用しないでください。火災、感電の原因と
なります。
電源コードの上に重いものを絶対に乗せないでください。火災や感電の原因となります。
電源コードが傷んだら、販売店に交換を依頼してください。そのまま使用すると火災や感電
の原因となります。
電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったりしないでください。
コードが破損して火災や感電の原因となります。
表示された電源電圧交流100V以外の電圧で使用しないでください。
火災や感電、機器の故障の原因となります。

　

　　
　
電源はタコ足コンセントの使用を絶対に避けてください。
本体の上には、重い物や水、飲み物は置かないでください。水などが本体内に入ると故障の
原因となります。
電源コードを家庭用電源コンセントに差し込む時は必ずプラグ部分を持って抜いてください。
コードを持って引き抜きますと、断線の恐れがあります。
濡れた手でプラグの抜き差しをしないでください。感電の原因となります。
他の美容機器のプローブ、部品を使用せず、必ず専用の付属品をご使用ください。
高い出力で長時間使用しないでください。皮膚に火傷が生じることがあります。

1.
2.
3.

4.
5.

6.

7.

1.
2.

3.

4.
5.
6.

下記のような医用電気機器との併用は、誤作動を招く恐れがありますので使用しないでください。

1）ペースメーカー等の体内植込型医用電気機器
2）人工心肺等の生命維持用電気機器
3）心電計等の装着型の医用電気機器

次のような人または部位へのトリートメントは、危険ですので使用を避けてください。
また本器は美容のための機器です。治療や他の目的で絶対に使用しないでください。

他の美容機器と同時に使用しないでください。時間をずらしての使用はできます。
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1.
2.

3.
4.
5.

警告

警告

注意

注意

注意

使用中のご注意

使用後 のご注意

保守・点検のご注意

7ぺージからの操作手順に従い、正しくご使用ください。

定期点検を受けましょう!

4

●安全に使用し、機能を維持するために、定期的に（1年を目安）お求めいただいた販
売店で「定期点検」をお受けください。
●機器及び付属品または容器、包装品などを廃棄する場合は、環境への影響を少なく
するため、地域で定められている規則に従って処分してください。

本体、付属品に異常を感じたら、直ちに電源を切り、使用を中止して販売店へご連絡ください。
プローブをホースから外す際は必ずRFの出力を0にしてください。RFの出力中に行うと感電、スパー
クの原因となります。
RFの出力中にホースを本体から外さないでください。また、金属類の棒やハサミなどでホースユニッ
トのコネクター端子やプローブの電極に触れないでください。感電、スパークの原因となります。
ホースユニットは、ホース掛けに掛けた状態でご使用ください。ホース折れの原因となります。
水や化粧品類（オイル等）を、直接多量に吸い込まないでください。ドレインタンクが一杯になります
と、ポンプに水気が入り故障の原因になります。

プローブは一ヶ所に固定せず必ず移動させてください。（赤アザ、火傷の原因になります。）
指定のトリートメントが終了した後の同一部位へのトリートメントは、必ず24時間以上休止してく
ださい。
使用中、身体に異常があらわれたり、感じたときは直ちに使用を中止してください。
異常に強い刺激感を感じた場合は使用を中止し、販売店にご相談ください。
地震の時は、電源を切り電源コードをコンセントから抜いてください。

1.
2.

3.

4.
5.

高温多湿又は、ほこりの多い場所で保管をしないでください。故障の原因となります。
お子様の手の届かない所、水のかからない所に保管してください。
強い磁気や電波の発生する場所での保管は避けてください。故障の原因となります。
長期間ご使用にならない時は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。
絶縁劣化による感電や漏電火災の原因となります。

本体や付属品類を勝手に修理したり改造したりしないでください。故障かなと思った場合は、使用を
中止し、お求めいただいた販売店にご連絡ください。
本体を倒したり、強い衝撃を与えないでください。誤って倒した場合は、必ず点検を受けてから、ご使
用ください。
本体カバーは絶対に開けないでください。内部は高電圧が発生しており、触れると事故の原因となり
ます。

1.
2.
3.
4.

1.

2.

3.

使用後は、スイッチを切り、ホースからプローブを抜いてください。営業終了後は、電源を切ってから電源
コードをコンセントから抜いてください。
使用後、付属品類は清潔にして保管してください。
使用後、必ずドレインタンク（吸引した液体を溜める部分）を点検して、溜まった水分を除去してください。

1.

2.
3.

本体及び付属品名称

付属品

仕　様

電源コード
ホースユニット
ホース掛けアーム

定格電圧／周波数
　
定 格 消 費 電 力

本   体   重   量

本  体  サ  イ  ズ

AC100V　50/60Hz
　
140W

約28㎏

990(Ｈ)×340（Ｗ）×380（Ｄ）ｍｍ

吸引圧力調整ツマミ

液晶画面タイマー タイマーUP／
DOWNスイッチ

RFレベルUP／
DOWNスイッチ

電源スイッチ

START／STOP
スイッチ

パタースピード
切替スイッチ

（Fast・Mid・Slow・Cont）

吸引圧力レベル
切替スイッチ

（Low・Mid・High）

RF吸引プローブ （大）
RF吸引プローブ （小）

〈操作パネル〉
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ロックがかかった状態　ロックが解除された状態

ココを押す

ホース接続口

1．本体背面上部のアームホルダーにホース掛けアームを取り付けます。

セットアップ写真

セッティング

ネジで1ケ所止めて固定します。

エアーフィルター

ドレインタンク

2．ケーブル類を接続します。
　 1電源コードを、本体背面下部の電源コード差し込み口に取り付けます。

2ホースユニットを、背面のホース接続口に取り付け
ます。

※RF吸引プローブ大、RF吸引プローブ小は、トリート
メントに合わせてお選びいただき取り付けてくださ
い。

3ホースユニットを取り外すとき、ホースユニットの
コネクターのPULLボタンを引き上げてロックを外
し、コネクターを抜いてください。

4プローブをホースユニットから外すときも同様にコ
ネクターのPULLボタンを引き上げてロックを外し、
コネクターを抜いてください。

5キャスターのロック機構について
　キャスターのタイヤが回らないようにロックをする
ことができます。

　4個あるキャスターのうち2個 に、このロック機構が
ついています。

吸引プローブと
ホース接続

アームホルダー

メイン電源
スイッチ

PULL
ボタン
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初期設定

操 作 手 順
1．電源コードをコンセント（AC100V）に差し込んでください。

2．付属のプローブの差し込みプラグがホースに、しっかりと差し込まれているか確認してください。
　　※カチッとロックがかかるまで押し込んでください。

3．本体の背面上部のメイン電源スイッチを押して、電源を入れます。

4．本体正面パネルの電源スイッチを押して、電源を入れます。
　　電源が入ると、液晶画面に初期設定状態が表示されます。

5．タイマーを設定します。

 　　OFF ＯＮ

9.

吸引圧力レベル切替スイッチを押すとLow→Mid→Highと切り替わります。

表皮、浅い層のトリートメント（最大 約20kPa）

皮膚、中間層のトリートメント（最大 約30kPa）

皮下、脂肪の厚い層のトリートメント（最大 約45kPa）

〈注意〉 電源周波数60Hzの地域では、吸引（Suction）圧力が高くなります。
　　　 本体操作パネルの圧力調整ツマミで上記の上限値以下に調整してください。

Lowトリートメント

Midトリートメント

Highトリートメント

START/STOPスイッチを押すと吸引が開始されます。

吸引を開始します。

7.

8.

パタースピードを選択します。

RFレベルを選択します。

パタースピード切替スイッチを押すとFast→Mid→Slow→Contと切り替わります。
※パターを入れたくない場合はContを選択してください。

RFレベルUP/DOWNスイッチを押すとRF出力が切り替わります。
※初期設定はレベル0となっています。熱すぎないレベルを選択してくだ
さい。
※RFを入れたくない場合はレベル0を選択してください。

6．吸引圧力レベルを選択します。

タイマーUP/DOWNスイッチを押して、時間の設定をします。
最大60分。※初期設定は30分。

プローブの洗浄のしかた
食器用のやわらかいスポンジと、水又はぬるま湯を入れたバケツ等の容器に中性洗剤を入れたものをご用
意ください。

プローブからホースユニットを取り外してください。

プローブのエアー抜きバルブ（金色のもの）を、引っ張って抜き取ります。

プローブ全体を、上記1で用意した水又はぬるま湯につけながら、スポンジでよく洗ってください。

オイルの汚れ等を落としたら、よく洗浄して、その後水洗いをし、よく乾燥させてください。

1.

2.

3.

4.

5.

10.

11.

12.

動作中にプローブのエアー抜きバルブを押すと、吸引（SUCTION）圧力が開放されます。

トリートメント終了後は、START/STOPスイッチを押して動作を停止させてください。

タイマー０分となっても、本器は動作をし続けます。
動作を停止させるときは、START/STOPスイッチを押して動作を停止させてください。
※本器を数時間使用されないときや、１日の終わりには本体背面上部の、メイン電源スイッチをお切りください。

プローブの分解のしかた
右手の親指の先端を軸に、右手の人差し指、
中指、薬指の先端をプローブ下部の凸部に押し当
てます。そのまま下へずらすようにしてください。

4．プローブは分解できますので、各パーツをスポンジ
　　でよく洗い、乾燥させてください。

上記にてよく乾燥させた後に、左手でプローブ上部
をしっかりと押さえます。

1.

右手の親指の先端で、ローラーとローラーの間の中
央奥の壁を押さえます。

2.

3.
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2種類のプローブ
RF吸引プローブ（小） RF吸引プローブ（大）

 〈ドレインタンクの取付け方〉
　1.ドレインタンクを元の場所にはめ込みます。
　　※ドレインタンクの向きは正しく取り付けてください。
　　　間違った向きで取り付けると、ポンプの故障の原因となります。

　2.ドレインタンクの下にあるツマミを右方向へ回して固定します。
　　定期的（1週間毎）に、1度は洗浄してください。

エアーフィルター拡大写真

ドレインタンク

●本体背面エアーフィルター
　3ヶ月に1度、透明の筒を左回りに回して緩めて筒を外し、
　白いフィルターを新しいものに交換してください。

●プローブ
　1中性洗剤を含ませ固く絞った綿布で汚れを拭き取ってください。
　　エタノール、シンナー等の有機溶剤は使用しないでください。
　　変形の恐れがあります。
　2 除菌石鹸できれいに洗い、その後水洗いをした後、よく乾燥させて
　ください。

表示内容 原因 対策

 ●本体
　乾いた布または水かぬるま湯を含ませて固く絞った布で拭いてください。
　本体とケースの変色の原因となりますので、シンナー、ガソリン、灯油、磨き粉、熱湯、薬品類では拭かな
    　いでください。

●本体背面ドレインタンク
　毎回使用するたびに、ドレインタンク内にオイルや髪の毛等が、詰まっていないか確認してください。
　詰まっている場合は、以下の要領で清掃します。

〈ドレインタンクの外し方〉
　1.ドレインタンクの下にあるツマミを左方向へ回します。

　2.ドレインタンクの固定が緩んだら、下へ引っ張って外します。

　3.ドレインタンクを外したら、溜まっているオイルや髪の毛等を取り除いてください。
　　※汚れがひどい場合は、水またはぬるま湯で洗ってください。

×○

お手入れ方法

エラー表示

●ホースユニットと本体の未接続。
●ホースユニットと本体の接続
不良。

●本体内部のバルブの動作不良。

●本体内部部品の温度上昇。

●ホースユニットを本体に確実に接
続してください。

●修理を依頼してください。

●メイン電源スイッチをONのまま
Overheatedが消えるまでクール
ダウンさせてください。
●頻繁にOverheatedが表示される
場合は修理を依頼してください。




